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WB 1:500-1:2000,IHC 1:200-1:1000,ICC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400
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. ELISA Result 7x 3> bA—LHR (100 ng); %: HUR (10 ng); 4% HUR (50 ng); &: #UR (100 ng);
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Serial Dilutions of Antibody
k2 1 2 3 4 5 6 7 3 9 A431 (1). MCF-7 (2). Jurkat (3). Hela (4). HepG2 (5). A549 (6). NIH/3T3
g (7). Cos7 (8). PC-12 (9) #HZiAMEYII<X19 % PHB XD XA mAb £\ T R4 VT
95- Ay MEHT.

PHB <X mAb (#) #FL /= NIH/3T3 e miEsytihe, &: DRAQS &% DNA
&, 75 Alexa Fluor-555 7 7 O OV CIEERSNETIF U714 T AV N,
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PHB ¥ X mAb (&) L xHT«47 av ho—I (5 £FEEL = MCF-7 fgn > 0—
Y4 MA N =5,

PHB ¥ 2 mAb & DAB %ML /857 1 VAL NEBREEBOREESIIF
DT

PHB ¥ X mAb & DAB REEMFRAL /57 1 v EIRE MTiEEESOREESNF
DT

PHB ¥ X mAb & DAB &4 {ERL /877 « VBBt MRS ORBRMFD
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	応用
	抗原情報
	背景
	プロヒビチンは進化的に保存された遺伝子であり、普遍的に発現しています。細胞増殖の負の調節因子であると考えられており、腫瘍抑制因子である可能性があります。PHBの変異は散発性乳がんとの関連が報告されています。プロヒビチンは、3'非翻訳領域の長さが異なる2つの転写産物として発現します。長い方の転写産物は増殖中の組織や細胞でより多く存在するため、この長い3'非翻訳領域がトランスアクティング制御RNAとして機能する可能性が示唆されます。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	赤: コントロール抗原 (100 ng); 紫: 抗原 (10 ng); 緑: 抗原 (50 ng); 青: 抗原 (100 ng);
	

	A431 (1)、MCF-7 (2)、Jurkat (3)、Hela (4)、HepG2 (5)、A549 (6)、NIH/3T3 (7)、Cos7 (8)、PC-12 (9) 細胞溶解物に対するPHBマウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	PHBマウスmAb（緑）を用いたNIH/3T3細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	PHB マウス mAb (青) とネガティブ コントロール (赤) を使用した MCF-7 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	PHB マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	PHB マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト肝臓癌組織の免疫組織化学分析。
	

	PHB マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学分析。
	

	PHB マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト胃癌組織の免疫組織化学分析。

